































































































































































































































































































































































1五詳、記J)g_、補助記号、~;: I~l (以上、 16分類)
なお、今日|はBCCWJの全コー パスをJ1]¥.、た。総語数{立、 104，911，464詑である。
[註]
1. オζ布jの[，j1J詞とはli¥1J;jiJ(j'9官多uili)主う士としてはたらくものをiRす。また、その11¥I~I はIi IJ わない。
L. UII壬11908の[接税制約J[感応/JilJjl引[賊!A{，¥IJ訟J I程度It¥IJ詞Jr↑百態副部Jという五分知による。 般ー
に1，¥IJ，i1Jとされるものは後三者で、日nの副詞jと1乎ばれる。 I'IEIは、情態副討を[この制約は主とし






















より般本的で根底的な側面であるかは、にわかには決めかねるが、 ~J としている(仁1112002 : 85)。
本稿では、 6. で一応の立場を示している。





13. 例え J工、[ぐるぐる jは 11mる・ 1l.1すj、|ちらつとjは「えるj、「すたすたjは r:!t'く jと専ら共起
する。!百j掠の指摘が't~\' ，J~Ú 1 983にも見られる。 ~:.llf栄的に共起しやすい動詞のグループから共通する性質
を ~tlHすことは ~i( しし '0
14. 共起制限を分かりやすく示すため、副i河を ílí~ )iIJ に並べているが、当然様i.\g的な frLìö' に表れないことに
よる行認tl:の低ドがある。汐IJえば、 (4)bの[ちゃんとjの{列では 1.:v;U[1は、ちゃんと夜明けまで待う
た。Jという日出版のプj が、 ~~iJ!:nは ~~Ij くなる。









18. (8) の分類は、動作‘→存在、変化←→ ~Iõ変化、主体e →客体など動詞分fJQ によく)羽し、られる基準
によって立項されている。動詞分類に関しては、国立国語研究所2004r分類語業表一階補改訂版i、
大日本図書妹式会社やLevin，Beth， and MallωRappaport Hovav 1993官ng/ishVerbs Classes and 





20. r ゆっくり j の 2 例は次のようなものであった。 r~ まあ、ゆっくりいていいよ。 ぼくはゼごんぜんかま
わないから 1(Yahoo!ブログ)、「夜になるまでゆっくり待って、 i設f麦の帝高めにスペースマウンテンで
これで -);t~FPをとれているハニーハント ~J (y乱hoo!ブログ)




2. f動きの 1;1 ・様は、動き様態の~l!J認のごみ箱的存在ですらある。そういった存在に対して、〈動きの
l~t .様〉とは、動きの展開に伴って動きに生じる視覚・聴覚を中心にした形態・操子的なありようで






1:1右 実1980i文副詞の比較JI主l広皆亦(編)r Iヨ:jJj_比較講座 2 巻文法j 、 pp.]57-2]9、大修館書J;~~
仁1I1義:li.iU983 ['~;古来副詞とその j苛辺J 渡辺実(編)副m詑の研究j 、 pp.117 匂 136、 IYj 治書|涜
仁 I:I~義 h:íf' 2002 r日Ij詞的表現の諸杵1.1ひつじ書房
橋本1i!=1日111975f修部Ii 連JFと連休-Jr日本語と日本語教育一文法編-.1， pp.151-176、文化庁
益悶隆志・ El窪行員IJl992I基礎1:本詩文法一改訂版 』、くろしお出版





矢r~:l真人2000 f副詞的fl多iliの諸キ[IJ仁田義雄他(編)I 日本語の文法 l文の骨特j、pp.187-2:3:3、岩波
山[1孝雄1908r 日本文法論j、宝文館
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